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ヨ
ッ
シ
ー
こ
と
吉
岡
進
が
エ
サ
、
ル
ア
ー

釣
り
を
問
わ
ず
様
ざ
ま
な
釣
り
物
に
ガ
チ
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
連
載
「
ツ
リ
ガ
チ

！
」。
第
11
回
は
外
房
勝
浦
の
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ト
ジ
ギ
ン
グ
（
以
下
Ｓ
Ｌ
Ｊ
）。

　

ラ
イ
ト
な
タ
ッ
ク
ル
と
40
〜
80
グ
ラ
ム
の

軽
い
ジ
グ
を
使
い
、
巻
い
た
り
、
シ
ャ
ク
っ

た
り
し
て
好
き
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
女
性
や
子
供
に
も
人
気
で
、
ジ
ギ
ン
グ

入
門
と
し
て
も
お
す
す
め
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｊ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
釣
れ
る
魚
。
マ

ダ
イ
で
も
根
魚
で
も
な
ん
で
も
こ
い
だ
。

　

こ
の
釣
り
で
大
切
な
の
は
ジ
グ
の
着
底
が

分
か
る
こ
と
。
こ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
ひ
た

す
ら
ラ
イ
ン
が
出
て
い
っ
て
し
ま
う
か
ら
、

そ
ん
な
と
き
は
重
い
ジ
グ
を
使
え
ば
い
い
。

▲ジグをフワフワさせて誘い、
巻いてくるとかわいいイサキ
が釣れた

★「アタったけどフッキン
グしなかった」と悔しがり
ながらもSLJ を楽しむ

▲海面でピョンピョ
ン跳ねているイワシ
を食べに海鳥も集ま
ってきた

▼魚探に映る反応を
見ながらイワシの群
れに着く魚を狙う

▼ジグとほぼ同
じサイズのカタ
クチイワシが掛
かってきた

▼１シャクリ、ハ
ンドル２分の１回
転で誘い、底上２
メートルでマハタ
がヒット

★マハタを釣り上
げてテンションが
高まるヨッシー。
同船する皆さんか
ら祝福された

▲着底後の巻き始めにアカハタ
がゴン！

★40グラムのジグをリ
フト＆フォールさせてカ
サゴを食わせた

★「これはデカいよ」と
言って時間をかけて慎
重にヤリトリする

▲当日の釣り場は興津沖の水深30〜55メートル前後

Profile ◆よしおか すすむ
1982年生まれ。ヨッシー
の愛称で親しまれている。
一つテンヤマダイ、ライト系
オフショアルアーを得意とす
る。ジャッカルソルトプロス
タッフ、シーガーインストラ
クター。

◆本編（64ページより）は高橋剛が執筆。沖釣
りの楽しさをヨッシーとともにお伝えします！

★底から５メートル以内をて
いねいに探り、53センチ、2.5
キロのマハタをキャッチ

シ
ャ
ー
ッ
！

シ
ャ
ー
ッ
！

掛
か
ん
ね
〜

掛
か
ん
ね
〜

春の外房SLJ
撮影／文◉本誌編集部

や
っ
た
〜
ッ
！

や
っ
た
〜
ッ
！
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外房勝浦
興津港

☎0470・76・0510
（詳細は巻末の情報欄参照）

第五庄之助丸
＃船宿インフォメーション

タダ巻き

ジグが受ける
抵抗が一定に
なるように巻
くのがコツ

マダイ

マダイ

イサキ

アカハタ

ストップ ストップ

マハタ
カサゴ

キントキ

底から5～
10mくらい
までゆっく
り巻く

スローなジャーク
で根魚などを狙う

リフトでジグ
を見せてフォ
ールで食わせる

ロッドを下げ
ながら１回転巻く

ロッドを下げ
ながら半回転巻く

5～
10m

5
m

5
m

ワンピッチ
ジャーク

リフト＆
    フォール

フ
ォ
ー
ル

フ
ォ
ー
ル

S L Jの釣り方イメージS L Jの釣り方イメージ

▲秋場 庄之助船長（左）

▲中型船ながら釣り座は広びろ、船には多数のロッド
ホルダーが設置してある

▲ワンピッ
チジャーク
は竿をシャ
クり上げ、
竿先を下げ
る間にリー
ルのハンド
ルを１回転
させる

◉料金＝スーパーライトジギング乗合一人１
万円（氷付き）、女性1000円引き　
◉備考＝午前船６時、午後船12時出船。
イワシ泳がせのマハタ五目へも出船

▲水深30メートルのポイント▲水深30メートルのポイント
を流すと、船中のあちこちでカを流すと、船中のあちこちでカ
サゴがヒットサゴがヒット

▲▲カサゴのアベレージは25セカサゴのアベレージは25セ
ンチ前後ンチ前後

　

３
月
下
旬
に
釣
行
し
た
の
は
外
房
勝
浦
興

津
港
の
第
五
庄
之
助
丸
。
秋
葉
庄
之
助
船
長

が
向
か
っ
た
釣
り
場
は
興
津
沖
の
水
深
30
〜

55
メ
ー
ト
ル
前
後
。
こ
の
海
域
で
釣
れ
る
の

は
マ
ハ
タ
、
ア
カ
ハ
タ
、
カ
サ
ゴ
、
メ
バ
ル
、

チ
カ
メ
キ
ン
ト
キ
な
ど
の
根
魚
や
マ
ダ
イ
、

ヒ
ラ
メ
、
青
物
な
ど
様
ざ
ま
。

　

ポ
イ
ン
ト
に
到
着
し
、
40
グ
ラ
ム
の
ジ
グ

を
リ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ル
さ
せ
る
ヨ
ッ
シ
ー
に

カ
サ
ゴ
が
ヒ
ッ
ト
！　

こ
れ
を
皮
切
り
に
船

中
の
あ
ち
こ
ち
で
カ
サ
ゴ
や
メ
バ
ル
、
マ
ハ

タ
、
ア
カ
ハ
タ
な
ど
釣
れ
、
さ
ら
に
ヨ
ッ
シ

ー
が
当
日
最
大
2.5
キ
ロ
の
マ
ハ
タ
を
上
げ
る
。

　

今
回
は
専
用
ロ
ッ
ド
と
ジ
グ
を
使
い
、
春

の
外
房
で
Ｓ
Ｌ
Ｊ
を
堪
能
し
た
ヨ
ッ
シ
ー
。

詳
し
く
は
64
ペ
ー
ジ
か
ら
の
本
編
に
て
。

▲船長の息子の
誠二郎さんもこ
のとおり

◉根魚を狙う場合は底付近でスローなワンピッ
チジャークで誘ったり、リフト＆フォールがお
すすめ。青物がいるときは宙層でワンピッチジ
ャーク、マダイにはタダ巻きが有効。フォール
や着底直後に食ってくることもあるので投入時
も集中しよう。船下でアタリがなければジグを
遠投して斜めに引いて広く探るといい。

▲タダ巻きに
反応したチカ
メキントキ

▲良型のメバルを上げた
大曽根さんはSLJ にハ
マり、多いときは年間50
回通う

▲底付近をスローに
誘いアカハタを
ゲット！

Ｓ
Ｌ
Ｊ
は

非
常
に
戦
略
的
に

楽
し
む
こ
と
も

で
き
る
ゲ
ー
ム

▼当日は全員
カサゴを釣り
上げた

【ベイト】
道糸＝シーガー PEX8 1.5 号

リ
ー
ル
＝
ベ
イ
ゲ
ー
ム
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F
G
ノ
ッ
ト

3m

【スピニング】
道糸＝シーガー PEX8 1.2 号

シ
ョ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
＝

シ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
ド
マ
ッ
ク
ス
F
X
4
号

シ
ョ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
＝

シ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
ド
マ
ッ
ク
ス
F
X
4
号

リ
ー
ル
＝
ツ
イ
ン
パ
ワ
ー
4
0
0
0
M
H
G

ル
ア
ー
＝

バ
ン
ブ
ル
ズ
ジ
グ

T
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S
L
J
40
g

ル
ア
ー
＝

バ
ン
ブ
ル
ズ
ジ
グ

T
G 

S
L
J
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〜
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g

F
G
ノ
ッ
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3m

ロ
ッ
ド
＝
バ
ン
ブ
ル
ズ 

エ
ク
ス
ト
ロ
S
L
J
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B
X
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‐
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‐
S
L
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ロ
ッ
ド
＝
バ
ン
ブ
ル
ズ 

エ
ク
ス
ト
ロ
S
L
J

　
　
　
　B
B
X
S
‐
C
64
‐
S
L
J

S L J タックルS L J タックル ◉フルソリッドのS L J 専用ロッドならしっかり曲げてヤリトリを
楽しむことができる。スピニングとベイトの両方あると理想

▲40〜80グラムのジグ
を水深で使い分ける。30
〜40メートルなら40グラ
ム、40〜50メートルであ
れば60グラム、50メート
ル以深は80グラムが目
安となる

▲タイラバのように落
として巻くだけで色い
ろな魚が釣れるジャッ
カルの「TG ビンビン
スイッチ」を試すとカ
サゴがよく釣れた

★当日はバンブルズ
ジグTG SLJ が活
躍。根魚はゴールド
系のカラーに反応が
よかった


